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七

鉢
の
石
二
つ
あ
る
内
、一

つ
は
今
も
あ
り
。
一
つ
は
薪
，
丸
の
下
杓
盗

K
積
込
有
v
之
と
云
ひ
体
へ
た
り
と
。
三
州
芯
系
図
概
党
陀
云
ム
。
背

本
源
寺
披
中
に
あ
り
し
附
酬
は
，
死
人
の
務
棺
を
極
集
格
下
よ
り
迭
り

し
放
に
・
此
遺
名
あ
り
と
仰
承
す
と
。
叉
云
ム
。
今
小
立
野
牛
坂
溢

に
古
塚
多
し
。
皆
大
に
し
て
庶
人
の
攻
惑
に
非
宇
。
此
建
中
秋
弄
月

佐
の
邸
は
‘
土
民
ど
も
信
仰
し
て
・
本
丸
の
地
主
上
品
上
生
の
選
と

た
し
、
参
詣
す
る
遣
の
橋
を
極
紫
橋
と
名
付
け
た
り
。
共
節
の
乎
水

と
。
叉
問
所
新
五
郎
塚
は
、
役
告
の
他
拘
置
か
れ
た
る
椋
子
陀
て
・

此
の
塚
遜
に
あ
る
竹
木
等
主
伐
り
取
る
に
は
古
賀
あ
る
よ
し
僻
言

す
。
故
佐
平
和
年
中
此
所
の
石
垣
持
附
の
節
も
・
杭
五
へ
断
り
申
入

れ
取
掛
り
た
り
。
昔
よ
り
不
思
議
の
都
ど
も
あ
り
と
云
ひ
仰
へ
た
り

と
ぞ
と
。
叉
云
ふ
o
往
昔
本
丸
に
本
源
寺
あ
り
て
、
下
問
法
橋
等
居

は
墓
地
危
り
し
を
・
前
田
家
築
械
の
時
タ
所
へ
取
集
め
・
一能跡
K

石
を
建
て
ら
れ
た
り
と
。
叉
云
ふ
o
松
坂
門
符
綬
き
土
放
下
陀
竪
石

一
石
あ
り
。
往
昔
七
里
参
河
守
等
居
住
の
頃
‘
此
議
謀
所
た
り
し
を
・

後
築
逃
の
時
此
陀
集
め
‘
石
附
仰
を
建
て
L
抑
制
績
を
抽
出
し
也
か
れ
た
り

O
松
坂
古
蹟
祉

金
城
深
秘
帆
却
に
云
ム
。
松
坂
門
の
溢
は
往
昔
は
松
原
に
て

、
此
門
外

金
部
古
政
志
出
世

'し。O
ニ
，丸
諸
櫓

貧
賂
五
年
幕
府
図
回
附
然
帯
問
の
答
舎
に
、

二

之

丸

檎

試

ク

所

但
二
所
共軍

下上
のの
m盟

ニ
間
三
間

ニ
間
五
間

披
内
御
盗
と
云
ふ
は
、
本
願
寺
七
代
廿
五
日
の
上
人
、
今
凶
十
悶
村

の
山
へ
移
す
と
紙
せ
た
る
も
、
モ
の
か
み
松
坂
に
あ
り
た
る
た
る
べ

陀
此
遜
若
松
山
・
浅
野
一
向
映
帯
せ
る
勝
景
、
故
郷
の
風
景
に
仲
制
御
た

り
と
て
、
思
郷
の
涙
行
を
在
す
と
也
。
詩
歌
者
流
此
古
墳
の
頂
花
笠

り
て
月
を
筑
す
。
然
れ
ど
も
附
酒
多
時
怠
れ
ば
積
怨
妖
媒
を
な
す
と

云
ひ
体
へ
た
り
。
或
は
思
ふ
に
本
綴
寺
尾
山
在
妓
の
頃
、
共
徒
の
M
M

魁
の
古
墳
に
し
て
、

航
者
を
以
て

E
大
陀
築
吉
た
る
か
。

何
れ
に
も

是
絡
の
古
杭
は
あ
ば
き
見
た
き
も
の
也
o
墳
震
の
妖
却
を
怯
れ
、
ぁ

ば
く
を
泥
む
は
小
企
の
事
な
り
。
桜
中
広
型
枠
文
陀
て
も
あ
ら
ば
、

徴
古
の
一
快
都
な
ら
ん
か
と
。
平
次
按
や
る
に
、
筑
浦
市
・以
傘
紀
に
、

J

ハムハ

の
最
勝
景
左
り
。
脇
問
如
鈴
は
問
医
陣
の
檎
陀
て
朝
劇
人
也
。
然
る




